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　千葉県柏市の街なかの、家が建て込んだ土地。この土地に、住まい手どうしのコミュニティーを育む「里山のある町
角」をプランニングします。昔の町家は、各戸は前面道路と接し、お隣の建物と接し、というものでした。しかし、今の建
築基準法は、道路後退・隣地境界からの後退が強いられています。これを逆手にとり、それによって生じた空き地を積
極活用する方法を、趙さんは「現代町家」で方法化しました。「集まって住む」魅力を現代に活かす一つの方法です。

　課題設定の対象とする土地は、つくば市により区域指定（都市計画法の規定に基づく開発行為の許可等の
基準に関する条例）された区域。旧集落の中に「里山のある町角」をテーマに住宅地計画を作成し、講師の田瀬
さんと一緒に検討します。田瀬さんからは、課題設計に入る前に、設計のための材料や、幾つかの手法について
お話いただきます。
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＊終了後、つくば駅までお送りいたします。
（セミナー会場よりバスで45分前後）
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座学に先立っての報告会
課題設定の土地を見学した後、地権者の塚本さんの自邸にて報告会を開きます。
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小池一三（町の工務店ネット代表）

ヒントになる作例「蒲郡の計画」　住宅地計画／田瀬理夫　住宅設計／趙海光

ちょう うみひこ

真鍋弘（編集者）／ライフフィールド研究所代表

　いま、建築家の趙海光さんに「現代町家という方法――家づくりで町かどの風景を変える」という本を書いてもらっ
ています。ここには趙さんと町の工務店ネットの小池一三さん、編集者である私の共通の思いがあります。それは次
のようなことです。
　これまで多くの建築家や工務店によってすぐれた住宅が日本各地に少なからずつくられてきたにもかかわらず、そ
の界隈が魅力的な町かどに生まれ変わらないのはなぜか。それはつくり手の関心が与えられた敷地のなかだけのこ
とに終始してきたからではないか。大きな都市計画レベルで町並みはつくられても、隣近所の風景・環境については
専門家も手を出さずに置き去りにしてきたからではないか。これでは町かどの風景・環境がよくなるはずがありません。
　今日、住宅は個々が孤立し、周辺から閉じる方向にどんどん進んでいます。そこには住宅の高断熱高気密化の
影響もあるのでしょう。しかし、私たちのめざすパッシブデザインでは、まず外部の微気候を準備することが前提です。
一戸の敷地のなかで微気候をつくることを考えるよりも向こう三軒で考えるほうが、ずっとすぐれた外部環境がつくれ
ることは言うまでもありません。ベースとゲヤによって敷地に臨機応変に対応する「現代町家」の考えは、家づくりの
なかに町かどの風景・環境を修復していく方法を包含しています。これは日本の伝統的な町家の成り立ちから学ん
だ実践的な方法です。
　いま、私たちは地域の建築家、工務店、プランナーの知恵を集めて、日本の各地に小さな魅力的な町かどを実現
する種を蒔こうと考えています。一戸の敷地だけに囚われていた家づくりから町かどづくりへ視点を変える時期が来
ていると切実に思います。小さな町かどをつくるためには、従来の家づくりでは必要のなかった知恵や人材が必要に
なってきます。このプランナー養成講座がそのための初めの一歩になることを期待しています。

　昔の農家は、やしきは広く、家の裏に林や竹薮がありました。庭には、ニワトリが放し飼いされていました。庭に
は畑もあって、きゅうり・ なす・トマト・ピーマンなど、家族が食べる野菜が作られていました。暮らしの営みの庭を持
つ家だから「家庭」という言葉が生まれたのではないか、と思うのです。
　郊外住宅だから求められる「家庭」は、そんな生活空間を持ちたい、と思います。1区画100坪程度、土間のあ
る平屋と、野菜畑を持った「家庭」。けれども100坪の土地は入手し難いと思われることでしょう。秘策は定借なら
可能です。定借は、付加価値の高い街なかのものと考えられてきましたが、私は郊外住宅こそ定借でやるべきだ
と考えています。建物は借入れが必要だけど、もし月2万円の賃料で土地を借り、セルフ農業できる「新農家住宅」
が建てられたらいいと思いませんか。それはどんな土地計画になるのか、プランしましょうではありませんか。

『小さな平屋に暮らす。』
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